






要約 

周産期死亡の発生防止を早期新生児死亡の低減の面からアプローチする基礎資料とし

て,NICU に於ける早期新生児死亡に関する統計調査を行った。昭和 53 年から昭和 55 年ま

での満 3年間の日令 7未満の入院 410 例中早期新生児死亡は計 33例(8.O%)で,このうち 22

例(66.7%)を出生体重 1,500g 未満の極小未熟児が占めた。死因は RDS に ICH の併発した例

が大半を占め,早期新生児死亡の改善には極小未熟児の出生予防対策は勿論のこと,RDS の

治療法や ICH の治療予防法の確立に更に努力を重ねる必要があると結論された。また NICU

と NICU 以外の施設における早期新生児死亡の比較検討が必要であろうと思われた。 


